
し
て

熱
弁
を
振
い
、

民
党
団
結
の

気
勢
を
上
げ
た
。

各
選
挙
区
の

経
過
と
結
果

第
一

区
は
、

島
田
三
郎
が
自
由
・

改
進
両
党
の
一

致
し
た
支
持
を
う
け
、

両
党
連
合
の

模
範
選
挙
区
で

あ
っ

た
。

島
田
は
肥
塚
龍
ら
と
共
に

改
進
党
に

お
け
る
両
党
連
合
推
進

派
の

急
先
鋒
で

あ
っ

た
。

島
田

は
、

板
垣
退
助
と
会
見
し
、

今
回
の

選
挙
が
「
藩
閥
立
憲
二

主
義
の

競

争
」
で

あ
る
か
ら
、

選
挙
に
お
い

て

両
党
が
「
相
提
携
す
る
方
向
」
を
と
る
こ

と
で

合
意
を
と
り
つ

け
た

（『
毎
日

』
明
治
二

十
五
年
一

月
三
十
日
付
）。

島
田
の
こ

う
し
た
努
力
に

よ
っ

て

圧
倒
的
な
支
持
を
得
た
の

で

あ
っ

た
。

第
二

区
は
、

改
進
党
が
山
田
泰
造
支
持
で
一

本
化
で

き
な
か
っ

た
が
、

前
年
秋
の

大
会
で

改
進
党
中
央

の

評
議
員
と
な
っ

た
井
田
文
三
ら
が
熱
心
に
山
田
を
支
援
し
た
。

山
田
の

対
立
候
補
は
前
回
改
進
党
に

全

面
的
推
薦
を
受
け
た
大
塚
成
吉
で
、

今
回
は
改
進
の
一

部
と
、

前
回
大
同
派
の

吉
田
正
春
を
か
つ

ぎ
、

終

盤
で

添
田
知
義
擁
立
に

く
ら
が
え
し
た
飯
田
彰
重
ら
の

強
力
な
支
持
を
受
け
た
。

山
田
苦
戦
が
伝
え
ら
れ

た
中
で
、

一

月
二

十
七
日
、

久
良
岐
郡
大
岡
村
に
お
い

て

第
二

区
民
党
演
説
会
が
、

千
余
名
の

参
加
の

も

と
に

開
催
さ
れ
た
。

こ

う
し
た
支
援
が
功
を
奏
し
、

接
戦
な
が
ら
山
田
は
前
回
よ
り
も
票
を
伸
ば
し
当
選

し
た
の
で

あ
る
。

第52表　第2回総選挙当選者及び次点者得票数

江川喜次郎『政戦録』から

第
四
区
で
は
、

当
初
、

三
浦
郡
の

改
進
党
系
の

島
田
仙
吉
・

鈴
木
福
松
・

鈴
木
惣
右
衛
門
ら
の

有
志
者
は
、

前
回
同
様
、

肥
塚
龍
を
擁
立
し
よ
う

と
し
た
が
、

肥
塚
は
山
田
東
次
再
選
を
要
請
し
た
。

一

月
十
九
日
、

彼
ら
は
協
議
会
を
開
き
山
田
東
次
を
再
選
す
る
こ

と
に

決
し
た
。

こ

の

結
果
、

鎌
倉
郡
を
基
盤
と
し
て
い

た
山
田
東
次
は
圧
倒
的
支
持
を
得
て

当
選
と
な
っ

た
。
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第
五
区
は
、

こ

れ
と
は
全
く
異
な
っ

た
様
相
を
呈
し
た
。

同
区
は
中
島
信
行
の

辞
退
に

よ
っ

て
、

一

月
九
日
、

厚
木
町
に
お
い

て

候
補
者
選
定
会

が
開
か
れ
、

山
田
嘉
穀
・

菊
池
小
兵
衛
の

う
ち
中
島
の

指
名
で

山
田
に

決
ま
っ

た
。

し
か
し
こ

の

決
定
に

不
満
を
持
っ

た
菊
池
は
自
由
党
を
脱
し
、

同
区
の

改
進
党
系
有
志
の

支
持
を
受
け
、

山
田
と
対
決
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

中
島
と
い

う
大
物
の

辞
退
が
自
由
党
系
の

内
部
分
裂
と
な
っ

た
。

こ

の

選
挙
に
お
け
る
対
立
は
や
が
て

自
由
・

改
進
両
党
対
立
の

県
内
に
お
け
る
震
源
地
と
な
っ

て

行
く
の
で

あ
っ

た
。

第
三
区
は
、

〝

吏
党
対
民
党
〞
、

〝

藩
閥
対
立
憲
〞

と
い

う
図
式
が
当
て

は
ま
る
典
型
的
な
選
挙
区
で

あ
り
、

内
務
大
臣
品
川
弥
次
郎
の

指
揮
す

る
〝

選
挙
大
干
渉
〞

を
現
出
し
た
。

民
党
の

石
坂
・

瀬
戸
岡
に

対
し
、

吏
党
は
、

前
回
同
様
吉
野
泰
三
と
、

そ
れ
に

八
王
子
町
長
で

あ
っ

た
平
林
定

兵
衛
が
対
抗
し
た
。

吉
野
ら
は
警
察
と
密
接
に

連
携
し
、

大
量
の

無
頼
の

徒
を
や
と
い

民
党
支
持
者
の

切
り
崩
し
に

奔
走
し
た
。

ま
た
、

大
量
の

巡

査
が
横
浜
警
察
署
か
ら
動
員
さ
れ
た
。

大
矢
正
夫
は
そ
の

自
叙
伝
で

次
の

よ
う
に

伝
え
て
い

る
。

本
県
警
察
ハ

、

本
部
ヨ

リ
三
十
余
名
ノ

巡
査
ヲ

派
出
シ
、

平
服
巡
査
ヲ

シ

テ
、

公
然
区
内
選
挙
民
ヲ

遊
説
セ

シ

メ
、

且
ツ

遊
説
者
ヲ

護
衛
セ

ン

為
メ
、

他
ニ

口

実
ヲ

設
ケ

テ

一

名
ノ

正
服
巡
査
ヲ

伴
ハ

シ

メ

タ
リ
。

而
シ

テ

或
ハ

説
ク
ニ

権
威
ヲ

以
ッ

テ
シ
、

或
ハ

誘
フ

ニ

金
福
ヲ

以
テ
シ
、

或
ハ

威
赫
恐
喝
シ
、

…
…
甚
シ

キ
ハ

無

頼
ノ

徒
ヲ

使
嗾
シ

テ
、

直
接
又
ハ

間
接
ニ

、

選
挙
民
ヲ

強
迫
セ

シ

メ

タ
ル

コ

ト

是
ナ

リ

）『
大
矢
正
夫
自
叙
伝
』）

こ

う
し
た
警
察
の

徹
底
し
た
干
渉
に

対
抗
し
て
、

民
党
も
、

仕
込
み
杖
や
ピ
ス

ト
ル

で

武
装
し
た
壮
士
団
を
組
織
し
た
。

投
票
日
の

前
日
に

は
、

北
多
摩
の

府
中
に

乗
り
込
ん
だ
森
久
保
作
蔵
を
生
命
の

危
険
が
あ
る
と
の

理
由
で

府
中
分
署
に

拉
致
監
禁
し
、

石
坂
の

お
ひ
ざ
も
と
鶴
川
村
で

は
民

党
壮
士
の

総
指
揮
官
村
野
常
右
衛
門
が
在
宅
の

ま
ま
数
十
名
の

警
察
官
に

包
囲
軟
禁
さ
れ
た
。

こ

う
し
た

な
か

で

も
、

石
坂
、

瀬
戸
岡
は
当
選
し

た
。

三
多
摩
が
い

か
に

自
由
党
に

よ
っ

て

組
織
化
さ
れ
て
い

た
か
を
示
し
て
い

た
。

吏
党
に

対
す
る
激
し
い

憎
悪
は
軌
道
を
は
ず
れ
、

暴
走
し
、

殺
人
事
件
を
引
き
起
こ

し
た
。

三
月
十
二
日
深
夜
南
多
摩
郡
鶴
川
村
に

居
住
す
る
医

師
大
須
賀
明
が
殺
害
さ
れ
た
。

警
察
は
待
っ

て

ま
し

た
と

ば
か

り
に

〝

嫌
疑
〞

者
を
次
々

と
拘
引
し
た
。

鶴
川
村
の

背
年
壮
士
の

犯
行
と
判
明
し
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た
。

大
須
賀
が
民
党
支
持
の

約
束
を
し
な
が
ら
、

吏
党
吉
野
に

寝
返
り
、

同
村
の

票
を
と
り
ま
と
め
た
と
い

う
の

が
犯
行
の

動
機
で

あ
っ

た
。

村
野

常
右
衛
門
ら
も
謀
殺
教
唆
の

容
疑
で

検
挙
さ
れ
た
。

し
か
し
証
拠
不
十
分
で

釈
放
さ
れ
た
。

鶴
川
村
の

青
年
壮
士
七
名
が
裁
判
の

結
果
無
期
徒
刑
と

な
り
、

厳
寒
の

綱
走
刑
務
所
な
ど
に

送
ら
れ
た
。

三
月
一

日
、

横
浜
の

旧
公
道
倶
楽
部
に
お
い

て
、

自
由
・

改
進
両
党
有
志
の

主
催
で
、

神
奈
川
県
民
党
代
議
士
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
横

浜
の

停
車
場
か
ら
、

島
田
三
郎
・

山
田
泰
造
・

石
坂
昌
孝
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
・

山
田
東
次
・

山
田
嘉
穀
・

福
井
直
吉
の

七
代
議
士
は
数
十
両
の

腕
車

を
連
ね
て

行
進
し
た
。

先
頭
に

は
民
党
万
歳
な
ど
と
大
書
し
た
数
本
の

旗
を
翻
し
、

騎
馬
が
こ

れ
を
指
揮
す
る
と
い

っ

た
一

大
デ
モ

ン

ス

ト
レ

ー
シ

ョ

ン

が
会
場
に

向
か
っ

て

挙
行
さ
れ
た
。

一

行
が
会
場
に

到
着
す
る
と
数
十
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

県
下
の

有
志
者
三
百
余
名
の

民
党
万
歳

の

声
に

会
場
が
包
ま
れ
た
。

梶
野
敬
三
の

開
会
の

辞
、

代
議
士
総
代
島
田
三
郎
の

答
辞
、

来
賓
竜
野
周
一

郎
の

講
演
、

懇
親
会
等
々
、

民
党
連
合
の

勝
利
に

酔
う
が
ご
と
き
集
会
で

あ
っ

た
。

一

方
、

第
三
区
の

警
察
官
に

よ
る
選
挙
干
渉
へ

の

抗
議
が
、

活
発
且
つ

執
拗
に

行
わ
れ
た
。

南
多
摩
郡
鶴
川
村
・

忠
生
村
・

町
田
村
等
の

有
志
総

代
村
野
常
右
衛
門
・

井
上
吉
之
助

）県
会
議
員
）・
細
野
喜
代
四
郎
ら
九
名
の

田
沼
書
記
官
と
の

会
見
、

県
会
議
長
水
島
保
太
郎
・

県
会
議
員
黒
部
与

八
・

井
上
吉
之
助
ら
の

田
沼
書
記
官
と
の

会
見
、

西
多
摩
郡
有
志
総
代
瀬
沼
伊
兵
衛

）県
会
議
員
）・
中
西
仲
太
郎
・

奥
野
平
吉
ら
の
、

同
郡
の

警
察

官
更
迭
を
求
め
た
田
沼
書
記
官
と
の

会
見
、

南
多
摩
郡
忠
生
村
拷
問
事
件
に
つ

い

て

の

山
田
東
次
・

福
井
直
吉
両
代
議
士
に

よ
る
副
島
内
務
・

田
中

司
法
・

榎
本
外
務
各
大
臣
へ

の

陳
情
、

津
久
井
郡
有
志
総
代
梶
野
敬
三
・

岡
部
芳
太
郎

）県
会
議
員
）・
都
筑
郡
有
志
総
代
佐
藤
貞
幹
ら
に

よ
る
、

警

察
官
の

選
挙
干
渉
及
び
忠
生
村
拷
問
事
件
に
つ

き
、

副
島
内
務
大
臣
へ

の

陳
情
等
々
、

こ

の

よ
う
な
抗
議
・

陳
情
が
二

月
末
か
ら
翌
九
三
年
二

月
ま

で

続
い

た
。
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三
　
高
座
郡
の

「
血
戦
」

神
奈
川
自
由

党
の
主
導
権

一

八
九
二

年
五
月
に

召
集
さ
れ
た
第
三
回
議
会
に
お
い

て

貴
族
院
で

は「
選
挙
干
渉
に

関
す
る
建
議
案
」が
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、

衆

議
院
で

は
「
選
挙
干
渉
に

関
す
る
上
奏
案
」
は
三
票
と
い

う
僅
少
差
で

否
決
さ
れ
た
が
、

「
選
挙
干
渉
に

関
す
る
建
議
案
」
は
可

決
さ
れ
た
。

松
方
首
相
は
選
挙
干
渉
の

事
実
を
否
認
し
、

議
会
が
院
外
で

起
き
た
事
件
を
審
査
す
る
の

は
越
権
で

あ
り
、

国
務
大
臣
た
る
も
の

議
会

の

決
議
で

進
退
し
な
い

と
言
明
し
、

決
議
案
が
可
決
さ
れ
る
や
、

議
会
の

七
日
間
停
会
を
命
じ
た
。

こ

の

間
、

自
由
党
は
、

第
一

回
議
会
の

終
了
し
た
一

八
九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
三
月
と
十
月
の

両
度
の

大
会
に

お

い

て
、

党
名
を
立
憲
自
由
党

か
ら

自
由
党
へ

変
更
（
三
月

）
す
る
と
と

も
に
、

大
井
憲
太
郎
ら
に

指
導
さ
れ
、

急
進
的
な
行
動
を
も
っ

て

議
員
・

党
員
を
突
き
上
げ
る
院
外
党
員

の

力
を
排
除
す
る
議
員
団
優
位
と
総
理
専
制
の

組
織
改
革
を
完
了
し
て
い

た
。

こ

の

組
織
改
革
の

主
役
が
星
亨
で

あ
っ

た
。

星
亨
は
地
方
の

利
益
還

元
を
求
め
る
潮
流
を
い

ち
は
や
く
キ
ヤ

ッ

チ
し
て
い

た
。

彼
は
自
由
党
の

組
織
改
革
を
梃
子
と
し
て
、

自
由
党
急
進
派
の

拠
点
関
東
会
に

手
を
の

ば

し
た
。

一

方
関
東
会
の

領

袖
大
井
憲
太
郎
、

新
井
章
吾
ら
は
議
員
団
優
位
の

党
組
織
改
革
に

反
発
し
、

九
二
（
明
治
二

十
五

）
年
四
月
二

十
日
、

東
京
江

東
中
村
楼
に

同
会
の

総
会
を
開
い

た
。

神
奈
川
県
か
ら
は
石
坂
昌
孝
・

福
井
直
吉
・

山
田
東
次
・

山
田
嘉
穀
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
の

各
代
議
士
他
三
十

八
名
が
出
席
し
、

石
坂
昌
孝
が
大
会
の

議
長
を
務
め
た
。

中
心
的
な
議
題
は
、

従
来
非
政
社
組
織
で

あ
っ

た
関
東
会
を
政
社
組
織
と
す
る
た
め
の

規

則
改
正
で

あ
っ

た
。

関
東
会
は
、

四
月
二

十
五
日
に

開
か
れ
た
自
由
党
の

大
会
に

党
組
織
改
革
に

関
す
る
建
議
書
を
提
出
し
た
。

建
議
書
は
党
組
織

を
全
国
を
六
ブ
ロ

ッ

ク

と
し
、

各
独
自
な
組
織
体
制
を
も
つ

連
合
組
織
と
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い

た
。
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関
東
会
内
部
で

は
多
数
を
制
し
得
な
か
っ

た
星
亨
は
、

こ

の

建
議
書
を
党
大
会
準
備
の

本
部
協
議
会
で

否
決
し
、

大
会
で

は
討
論
ぬ

き
で

あ
っ

さ

り
葬
る
こ

と
に

成
功
し
た
。

関
東
会
は
混
乱
に

陥
り
、

石
坂
昌
孝
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
ら
は
関
東
会
を
脱
し
た
。

六
月
二

十
五
日
、

神
田
連
雀
町
の

金

清
楼
に
お
い

て
、

星
亨
は
石
坂
昌
孝
・

福
井
直
吉
・

山
田
東
次
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
ら
関
東
会
を
脱
し
た
有
力
代
議
士
を
結
集
し
、

「
吾
人
は

自
由
党

現
今
組
織
の

下
に

於
て

相
互
に

提
携
し
誓
て
一

致
の

運
動
を
為
す
事
」（『
毎
日

』
明
治
二

十
五
年
六
月
十
六
日
付
）を
決
議
し
、

星
主
導
の

下
に

関
東
の

自

由
党
組
織
の

混
乱
収
拾
に

乗
り
だ
し
た
の

で

あ
っ

た
。

星
は
、

三
多
摩
の

若
い

壮
士
団
を
動
か
し
て

関
東
会
を
掌
握
し
て
い

た
大
井
憲
太
郎
と
は
全

く
逆
に

有
力
代
議
士
を
掌
握
す
る
こ

と
で
、

大
井
を
蹴
落
と
し
た
の

で

あ
っ

た
。

大
井
が
自
由
党
を
脱
党
し
た
の

は
、

こ

の

三
日
後
、

六
月
二

十
八

日
で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
の

自
由
党
は
こ

う
し
て

星
の

掌
握
下
に

入
っ

た
。

両
党
提
携
の
終
焉

星
の

次
の

狙
い

は
、

自
由
・

改
進
両
党
の

協
力
関
係
に

楔
を
打
ち
込
む
こ

と
で

あ
っ

た
。

政
府
が
第
一

回
議
会
以
来
、

や
っ

き
に

な
っ

て

後
藤
象
二

郎
ら
を
使
っ

て

進
め
て
い

た
「
自
由
・

改
進
ノ

合
同
ヲ

割
カ
シ

ム

ル

ノ

策
」（
伊
藤
博
文
あ
て

伊
東
巳
代

治
書
簡
、

弁
味
準
之
輔
『
日
本
政
党
史
論
』）
を
、

そ
の

意
図
は
異
な
っ

て
い

る
に
せ
よ
、

星
は
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
り
、

そ
の

機
会
は
ま
も
な

い

く
や
っ

て

き
た
。

一

八
九
二

年
十
一

月
十
五
日
、

自
由
党
は
党
大
会
を
開
き
、

第
四
回
議
会
に

対
す
る
方
針

―
従
来
の

政
費
節
減
・

民
力
休
養
策
に

は
変
更
は
な

が
、

い

わ
ゆ
る
国
是
問
題
、

す
な
わ
ち
国
民
の

生
活
・

国
民
の

教
育
・

外
交
・

国
防
に

関
し
て

は
、

我
党
は
現
内
閣
を
信
用
し

な
い

が
、

「
積
極
的

ノ

手
段
」
を
執
る
（『
党
報
』
二

九
号
付
録
）
―
を
決
議
し
た
。

こ

れ
よ
り
先
、

十
一

月
九
日
、

板
垣
邸
に
お
い

て
、

星
・

河
野
広
中
ら
自
由
党
幹
部

は
「
自
由
党
ハ

世
間
ノ

風
評
ニ

構
ハ

ス

積
極
構
造
的
ノ

方
針
ヲ

執
リ
、

此
主
義
ニ

合
フ

者
ハ

総
テ
採
用
ス

ル

事
、

吏
党
ト
カ
民
党
ト
カ
批
評
ニ

構
ハ

サ
ル

事
」（
伊
藤
博
文
あ
て

井
上
馨
書
翰
、

板
野
潤
治
『
明
治
憲
法
体
制
の

確
立
』）
を
申
し
合
わ
せ
て
い

た
。

こ

の

方
針
は
政
策
的
に

は
、

政
府
の

強
兵
富

国
策
へ

の

全
面
的
同
調
で

あ
り
、

第
一

回
議
会
以
来
、

民
党
の

主
張
で

あ
っ

た
政
費
節
減
・

民
力
休
養
は
政
府
の

許
容
範
囲
内
で

実
現
し
よ
う
と
す
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る
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
自
由
党
の

方
針
が
発
表
さ
れ
て

ま
も
な
く
、

十
一

月
二

十
八
日
、

民
党
連
合
の

推
進
役
で

あ
る
改
進
党
の

島
田
三
郎
は
「
民
党
の

政
治

方
針
」（『
毎
日

』
明
治
二

十
五
年
十
二

月
五
〜
十
一

日
付
）と
題
し
て
、

長
演
説
を
行
っ

た
。

演
説
の

中
味
は
、

も
っ

ぱ
ら
政
費
節
減
・

民
力
休
養
の

重
要
性

の

強
調
と
「
積
極
的
手
段
」
に

対
す
る
批
判
で

あ
っ

た
。

星
配
下
の

『
自
由
新
聞
』
は
早
速
、

こ

れ
に
か
み
つ

き
、

自
由
党
を
冷
評
し
た
も
の

と
、

こ

こ

ぞ
と
ば
か
り
に

反
改
進
キ
ャ

ン

ペ

ー
ン

を
行
っ

た
。

島
田
三
郎
は
「
真
相
を
表
明
し
て

世
人
の

惑
を
解
く
」（『
毎
日

』
明
治
二

十
五
年
十
二
月
一

日

付
）
に

お
い

て

次
の

よ
う
に

述
べ

て
い

る
。

予
は
断
言
す
、

予
は
自
由
党
の

政
略
を
冷
評
せ

ず
と
、

而
し
て

之
を
冷
評
す
と
言
ふ
は
予
の

本
意
を
誤
解
せ

る
者
な
り
、

自
由
党
若
し
積
極
的
方
針
を
取
ら
ん
と
欲

す
る
歟
、

果
し
て

然
り
と
す
る
も
、

積
極
的
方
針
を
取
ら
ん
と

す
る
者
、

豈
自
由
党
の

専
有
説
な
ら
ん
や
、

全
国
多
数
の

改
進
党
員
中
或
は
此
意
見
を
有
す
る
者
な

し
と
せ

ず
云
々

島
田
の

言
う
よ
う
に
、

「
積
極
的
手
段
」
に

対
す
る
批
判
は
一

般
論
と
し
て

主
張
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

星
に
と
っ

て

は
、

両
党
離

間
の

口

実
に

な
れ
ば
な
ん
で

も
よ
か
っ

た
。

自
由
・

改
進
両
党
間
で
こ

の

問
題
に

関
し
て

数
度
の

折
衝
が
も
た
れ
た
が
、

自
由
党
は
、

島
田
の

演
説

は
我
党
の

方
針
に

対
す
る
批
判
で

あ
り
、

突
然
挨
拶
も
な
く
我
党
の

方
針
を
攻
撃
し
た
の

は
極
め
て

不
快
で

あ
る
。

将
来
我
党
も
同
様
な
態
度
を
も

っ

て

容
赦
な
く
批
判
す
る
旨
の

申
し
入
れ
を
行
い
、

そ
れ
ま
で

続
い

た
両
党
の

連
合
に

終
止
符
を
打
っ

た
。

県
会
の

解
散
と
選
挙

こ

う
し
た
自
由
・

改
進
両
党
の

対
立
が
県
下
に

現
れ
る
契
機
と
な
っ

た
の

は
、

第
二

回
総
選
挙
に
お
い

て

両
党
連
合
が
全

く
失
敗
に

帰
し
た
高
座
郡
に
お
い

て

で

あ
り
、

そ
の

発
端
は
九
二

年
十
二

月
の

通
常
県
会
解
散
に

よ
る
県
会
議
員
選
挙
に

お
い

て

で

あ
っ

た
。

自
由
党
系
の

県
会
議
員
ら
は
二

月
以
来
や
っ

き
に

な
っ

て

選
挙
干
渉
の

責
任
を
追
求
し
、

知
事
・

警
部
長
の

罷
免
を
求
め
て

再
三
そ
の

筋
へ

陳
情
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し
て

き
た
が
一

向
に

効
果
が
上
が
ら
な
か
っ

た
。

業
を
煮
や
し
た
彼
ら
は
通
常
県
会
に

先
立
つ

十
一

月
十
八
日
、

旧
公
道
倶
楽
部
に

参
集
し
た
。

こ

の

日
中
央
か
ら
は
自
由
党
の

領
袖
星
亨
・

河
野
広
中
・

立
川
雲
平
ら
が
、

ま
た
県
選
出
の

代
議
士
も
来
浜
し
、

来
た
る
通
常
県
会
に
お
い

て

選
挙
干

渉
の

責
任
を
徹
底
的
に

追
求
し
、

万
一

、

県
会
解
散
と
な
っ

た
場
合
は
前
議
員
を
再
選
す
る
等
を
決
議
し
、

大
い

に

気
勢
を
あ
げ
た
の

で

あ
っ

た
。

十
二

月
十
二
日
、

警
察
費
審
議
の

冒
頭
、

南
多
摩
郡
選
出
の

土
方
房
五
郎
が
、

内
務
大
臣
井
上
馨
あ
て

の

建
議
案
を
緊
急
動
議
と
し
て

提
出
し

た
。

建
議
案
は
、

我
神
奈
川
県
知
事
内
海
忠
勝
及
警
部
長
菅
井
誠
美
等
ハ

本
年
二
月
衆
議
院
議
員
総
選
挙
ノ

際
ニ

当
リ
警
察
権
ヲ

濫
用
シ
一

党
ヲ

助
ケ

不
法
ノ

干
渉
ヲ

行
ヒ
、

我
県
民

ヲ
シ

テ
相
反
目
セ

シ

ム

ル

ニ

至
レ

リ
、

爾
来
数
月
知
事
ト

県
民
ト
ノ

睽
離
甚
シ

キ
ヲ

加
へ

県
治
ノ

態
、

到
底
安
寧
ヲ

望
ム

ヘ

カ
ラ
サ
ル

モ

ノ

ア

リ
（『
神
奈
川
県
通

常
県
会
議
事
筆
記
』
一

八
九
二

年
十
二
月
）

と
述
べ
、

「
速
カ
ニ

知
事
警
部
長
等
ノ

罷
職
ヲ

上
奏
セ

ラ
レ

ン

コ

ト
ヲ

」
と
結
ん
で

い

た
。

こ

の

動
議
は
、

出
席
議
員
四
十
二

名
（
郡
部
三
十
四
名
・

市
部
八
名
・

欠
席
十
五
名

）
中
、

反
対
し
た
の

は
橘
樹
郡
選
出
の

飯
田
彰
重
・

原
文
次
郎
ら
五
名
の

み
で
、

三
十
七
名
の

圧
倒
的
多
数
で

可
決
さ
れ
た
。

そ
の

た
め
十
六
日
県
会
は
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

年
が
明
け
た
一

八
九
三
（
明
治
二

十
六

）
年
一

月
四
日
、

旧
公
道
俱
楽
部
に
、

自
由
党
の

本
県
選
出
の

代
議
士
・

前
県
議
、

そ

の

他
五
百
余
名
が

参
集
し
た
。

彼
ら
は
県
会
議
員
選
挙
の

方
針
と
し
て
、

知
事
・

警
部
長
罷
免
建
議
に

賛
成
し
た
前
議
員
は
す
べ

て

再
選
、

反
対
し
た
者
は
再
選
し
な

い

旨
決
議
し
た
の

で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

森
久
保
作
蔵
の

非
再
選
議
員
に

関
す
る
報
告
に

は
、

実
際
に
は
建
議
に

賛
成
し
て
い

た
高
座
郡
の

改
進

党
員
榎
本
義
章
及
び
高
橋
伊
三
郎
が
含
ま
れ
て
い

た
。

彼
ら
が
非
再
選
議
員
に

上
げ
ら
れ
た
の

は
単
に

改
進
党
員
で

あ
っ

た
か

ら
で

は

な
い
。

現

に
、

森
久
保
の

報
告
で

は
第
二

回
衆
議
院
議
員
選
挙
に

お
い

て

両
党
連
合
を
推
進
す
る
た
め
に

山
田
泰
造
を
支
援
し
た
改
進
党
員
井
田
文
三
が
、

橘

樹
郡
の

推
薦
候
補
と
な
っ

て
い

た
。

ま
た
、

横
浜
市
で

は
両
派
の

話
し
合
い

で

候
補
者
の

選
定
が
行
わ
れ
て
い

た
。

星
亨
に

と
っ

て
、

第
二
回
衆
議
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院
議
員
選
挙
以
来
の

両
党
の

協
力
関
係
を
打
ち
壊
す
に

は
、

そ
の

当
時
か
ら
両
党
が
対
立
し
て
い

た
高
座
郡
が
恰
好
の

場
所
で

あ
っ

た
。

榎
本
・

高

橋
の
二

名
を
建
議
反
対
者
と
し
て

非
再
選
グ
ル

ー
プ
に

入
れ
た
背
後
に

は
、

星
傘
下
の

ね
つ

造
の

臭
い

が
ふ
ん
ぷ
ん
と
し
て
い

た
。

二

月
一

日
の

選
挙
の

結
果
、

高
座
郡
で

は
、

自
由
党
は
金
子
小
左
衛
門
・

志
村
大
輔
・

長
谷
川
彦
八
の

三
名
を
当
選
さ
せ

た
が
、

改
進
党
は
高
橋

伊
三
郎
を
当
選
さ
せ
た
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

同
郡
の

改
進
党
系
の

人
び
と
は
、

こ

の

選
挙
に
お
い

て

郡
長
の

事
務
取
り
扱
い

に

不
正
が
あ
っ

た
と
し
、

選
挙
や
り
直
し
の

訴
訟
を
起
こ

し
た
。

こ

う
し
て
、

ま
す
ま
す
同
郡
に
お

け
る
対
立
は
深
ま
っ

て

行
く
の

で

あ
る
が
、

し
か
し
、

ま
だ
こ

の

段
階
で

は
県
下
に
お

け
る
両
党
の

関
係
は
、

全
面
的
な
対
立
関
係
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。

選
挙
干
渉
に

関
す
る
知
事
・

警
部
長
の

罷
免
要
求
は
、

〝

反
藩
閥

反
官
僚
〞

・

〝

民
党
団
結
〞

の

ス

ロ

ー
ガ
ン

の

方
が
似
つ

か
わ
し
い
。

改
進
党
が
県
民
に
と
っ

て

の

〝

反
藩
閥
反
官
僚
〞

す
な
わ
ち
知
事
・

警
部
長
の

罷
免
要
求
を
堅
持
し
て

い

る
か
ぎ
り
、

反
藩
閥
反
改
進
の
ス

ロ

ー
ガ
ン

は
、

選
挙
民
の

手
前
成
り
立
ち
に

く
い
。

こ

れ
が
成
立
す
る
に

は
別
の

条
件

が
必
要
で

あ
っ

た
。

い

わ
ゆ
る
三
多
摩
分
離
法
案
に

対
す
る
改
進
党
の

態
度
が
、

県
下
に
お

け
る
両
党
連
合
を
破
綻
さ
せ
る
決
定
的
条
件
を
与
え
る
こ

と
に

な
っ

た
。

島
田
三
郎
や
肥
塚
龍
ら
は
両
党
連
合
、

民
党
団
結
の

必
要
性
を
強
調
し
て

い

た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

星
亨
に

対
す
る
反
発
か
ら
い

わ
ゆ
る
三
多
摩
分

離
法
案
の

政
治
的
性
格

―
知
事
・

警
部
長
罷
免
運
動
に

対
す
る
報
復

―
を
見
抜
け
ず
同
法
案
に

賛
成
し
、

三
多
摩
自
由
党
の

反
改
進
感
情
を
激

昂
さ
せ
た
。

星
亨
ら
両
党
連
合
反
対
派
に
と
っ

て

ま
た
と
な
い

機
会
で

あ
っ

た
。

星
ら
は
選
挙
干
渉
に

よ
っ

て

醸
成
し
た
〝

反
藩
閥
反
官
僚
〞

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
、

こ

の

事
件
を
最
大
限
に

利
用
し
て
、

反
改
進
エ

ネ
ル

ギ
ー
へ

と
転
化
さ
せ
て
い

っ

た
。

武
相
支
部
と
同
志
会

三
多
摩
分
離
に

憤
激
す
る
県
下
自
由
党
の
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
組
織
拡
大
へ

と
結
び
つ

け
る
の

に
、

極
め
て

好
都
合
で

あ
っ

た

の

は
、

第
四
回
議
会
に

お
い

て

「
集
会
及
政
社
法
」
が
改
正
さ
れ
、

政
党
は
一

八
八
二

年
の

「
集
会
条
例
」
改
正
以
来
、

久
び
さ
に

支
部
を
設
け
る
こ

と
が
で

き
る
よ
う
に

な
っ

た
こ

と
で

あ
っ

た
。

三
月
八
日
、

高
座
郡
鵠
沼
村
に

お
い

て
、

自
由
党
の

県
選
出
代
議
士
石
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坂
昌
孝
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
・

山
田
泰
造
・

山
田
嘉
穀
・

山
田
東
次
、

そ
れ
に

県
会
議
員
ら
五
十
名
が
参
集
し
、

神
奈
川
県
自
由
党
支
部
規
則
作
成
に

つ

い

て

協
議
し
、

山
田
東
次
ら
五
名
を
起
草
委
員
に

選
ん
だ
。

三
月
十
五
日
に

は
神
奈
川
県
自
由
党
大
会
を
横
浜
の

旧
公
道
倶
楽
部
に
お
い

て
、

二

百
五
十
余
名
の

参
加
の

も
と
に

開
催
し
た
。

議
決
さ
れ
た
支
部
規
則
は
次
の

よ
う
に

な
っ

て
い

た
。

自
由
党
支
部
規
則
案

第
一

条
　
当
部
の

名
称
は
自
由
党
武
相
支
部
と
す
。

第
二
条
　
当
部
の

範
囲
に

属
す
る
境
域
は
左
の
一

市
十
五
郡
と
す
（
省
略
）。

第
三
条
　
当
部
は
之
を
横
浜
に

設
置
す
。

第
四
条
　
当
部
は
左
の

役
員
を
置
く
。

㈠
、

部
長
一

名
　
㈡
、

幹
事
三
名
　
㈢
、

会
計
監
督
二

名
　
㈣
、

常
議
員
四
十
名
　
㈤
、

事
務
員
一

名

第
五
条
　
部
長
幹
事
及
会
計
監
督
は
部
員
惣
会
に
於
て

選
挙
し
其
任
期
は
一

年
と
す
。

但
し
再
選
せ
ら
る
る
こ

と
を
得
。

第
六
条
　
常
議
員
は
市
を
五
名
以
下
、

郡
を
三
名
以
下
と
し
、

部
員
の

多
寡
に

依
り
第
四
条
に

記
載
し
た
る
惣
員
数
を
配
当
し
、

市
郡
の

部
員
に

於
て

之
を
選
挙

す
。

第
七
条
　
事
務
員
は
部
長
之
を
選
定
す
。

第
八
条
　
部
長
は
当
部
一

切
の

事
務
を
総
督
し
、

諸
般
の

責
に

任
す
。

第
九
条
　
幹
事
は
本
部
経
費
の

収
支
を
掌
り
及
事
務
を
整
理
す
。

第
十
条
　
会
計
監
督
は
本
部
の

会
計
を
精
査
す
。

第
十
一

条
　
常
議
員
は
当
部
重
要
の

事
件
を
評
議
す
。

第
十
二
条
　（
省
略
）

第
十
三
条
　
当
部
員
た
ら
ん
と
す
る
者
は
部
員
二

名
以
上
の

紹
介
を
以
て

当
部
に

申
出
つ

へ

し
。
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第
十
四
条
　
当
部
員
に
し
て

不
都
合
の

行
為
あ
り
と
認
む
る
と
き
は
常
議
員
会
の

議
決
を
以
て

之
か
除
名
を
自
由
党
本
部
に

請
求
す
へ

し
。

第
十
五
条
　
当
部
経
費
の

収
支
方
法
は
常
議
員
会
の

議
決
に

任
す
。

第
十
六
条
　
此
規
則
は
部
員
惣
会
に

あ
ら
ず
ん
ば
変
更
す
る
こ

と
を
得
ず
。

　
（『
党
報
』
三
三
号
）

満
場
一

致
で
、

規
則
案
を
議
決
し
た
後
、

平
野
友
輔
の

動
議
に

よ
り
、

今
回
限
り
、

役
員
の

選
挙
は
常
議
員
に
一

任
す
る
こ

と
に

決
し
、

次
い

で

規
則
第
四
条
の

常
議
員
の

各
郡
市
へ

の

割
当
案
が
起
草
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
、

議
決
さ
れ
た
。

こ

う
し
て
、

規
則
案
の

審
議
を
終
了
し
、

改
正
「
集

会
及
政
社
法
」
の

施
行
ま
で

は
社
交
倶
楽
部
と
し
て
、

武
相
倶
楽
部
を
名
乗
る
こ

と
と
な
っ

た
（
武
相
支
部
が
正
式
に

発
足
し
た
の

は
九
月
三
日

）。

大

会
は
津
久
井
郡
選
出
の

県
会
議
員
岡
部
芳
太
郎
の

提
案
で
、

各
郡
市
か
ら
三
多
摩
郡
復
旧
の

陳
情
書
を
総
理
大
臣
及
び
内
務
大
臣
へ

提
出
す
る
こ

と

を
決
議
し
、

閉
会
し
た
。

一

方
、

改
進
党
も
組
織
の

整
備
を
図
り
、

神
奈
川
県
同
志
会
を
結
成
し
た
。

同
志
会
規
則
草
案
の
で

き
た
の

は
三
月
で

あ
っ

た
が
、

発
会
式
は
五

月
一

日
、

横
浜
市
太
田
の

東
耕
楼
に
お
い

て

挙
行
し
た
。

同
会
の

規
約
第
二
項
に

「
本
会
は
本
県
内
進
歩
主
義
を
有
す
る
同
志
者
の

懇
親
を
結
ぶ
目

的
と
す
る
者
」（『
毎
日

』
明
治
二

十
六
年
三
月
二
十
二
日
付
）
と
あ
り
、

改
進
党
の

県
支
部
を
名
乗
っ

て
い

な
か
っ

た
。

自
由
党
と
異
な
り
、

そ
の

組
織

の

弱
さ
を
如
実
に

物
語
っ

て
い

た
。

第53表　各郡別常議
員割当

『党報』33号から

高
座
郡
の
「
血
戦
」

星
亨
ら
の

思
わ

く
―
自
由
党
の

組
織
拡
大
―

は
、

ま
ず
、

東
京
府
に

編
入
さ
れ
た

三

多
摩

郡
の

府
会
議
選
挙
に

お

い

て

第
一

段
階
を
経
た
（
五
節
参
照

）。

そ
し

て
、

五
月
八
日
、

高
座
郡
の

再
選
挙
の

裁
定
（
七
月
二
十
日
再
選
挙
投
票

日

）
が
く
だ
る
や
、

星
は
裁
定
に

不
満
を
鳴
ら
す
県
会
議
員
ら
を
説
得
し
、
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反
改
進
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
組
織
拡
大
へ

結
び
つ

け
て
い

っ

た
。

第54表　高座郡県会議員選挙結果

『神奈川県会史』第二巻から

自
由
党
は
総
理
の

板
垣
退
助
・

星
亨
を
先
頭
に

県
選
出
代
議
士
が
、

改
進
党
は
島
田
三
郎
・

肥
塚
龍
・

大
津
淳
一

郎
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
乗
り
込
ん
だ
。

双
方
郡
内
各
地
で

演
説
会
・

懇
親
会
等
を
開
き
、

壮
士
を
大
量
に

動
員
し
、

選
挙

人
の

獲
得
を
め
ぐ
っ

て

抗
争
を
繰
り
返
し
た
。

抗
争
の

激
し
さ
は
前
年
二

月
の

三
多
摩
郡
に
お
け
る
干
渉
選
挙
戦
と

勝
る
と
も
劣
ら
な
か
っ

た
。

た
だ
異
な
る
の

は
今
回
は
相
手
が
官
憲
で
は
な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

七
月
に

入

る
と
遂
に

血
を
見
る
こ

と
に

な
っ

た
。

七
月
十
一

日

綾
瀬
村
に
お
い

て

自
由
党
演
説
会
が
開
か
れ
る
こ

と
を
聞
き
つ

け
た
改
進
党
の

候
補
者
山
宮
藤
吉
や
、

横
浜
の

弁
護
士
高
橋
留
吉
ら
は
壮
士
を
引
き
連
れ
会
場
に

乗
り
込
も
う
と
し

た
。

そ
の

途
上
、

自
由
党
の

星
亨
・

県
会
議
員
鈴
本
稲
之
輔
、

同
党
の

候
補
者
金
子
小
左
衛
門
及
び
長
谷
川
彦
八
の

両
名
、

そ
れ
に

護
衛
の

壮
士
と
遭
遇
し
た
。

双
方
の

罵
倒
喧
噪
の

最
中
、

自
由
党
の

壮
士

が
ピ

ス

ト
ル

を
乱
射
し

た
。

そ
の

た
め
改
進
党
の

高
橋
ら
二
名
が
負
傷
し
、

そ
の

場
か
ら
引
き
揚
げ
た
。

憤
懣
や
る
か
た
な
い

高
橋
ら
は
自

由
党
の

当
事
者
を
故
殺
未
遂
容
疑
で

告
訴
し
、

そ
の

結
果
自
由
党
の

長
谷
川
・

金
子
両
候
補
が
拘
引
さ
れ
た
の

で

あ

る
（
結
局
、

証
拠
不
充
分
で

無
罪

）。
と
こ

ろ
が
、

同
月
二

十
四
日
に

は
自
由
党
の

候
補
者
志
村
大
輔
の

居
村
、

田
名
村
へ

改
進
党
の

候
補
者
高
橋
伊
三

郎
ら
が
壮
士
を
引
き
連
れ
て

乗
り
込
み
、

自
由
党
の

壮
士
と
白
刃
を
ま
じ
え
て

抗
争
し
、

自
由
党
の

壮
士
二

名
が
刀
傷
を
負
っ

た
。

今
度
は
自
由
党

が
高
橋
ら
を
告
訴
し
た
の
で

あ
っ

た
。

拘
引
さ
れ
た
の

は
八
王
子
の

剣
客
唐
鎌
松
之
助
と
そ
の

門
弟
一

人
で

あ
っ

た
（
こ

れ
も
無
罪

）。
こ

う
し
た
紛

争
は
各
地
で

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

動
員
さ
れ
た
壮
士
は
、

か
つ

て

社
会
改
革
の

野
望
に

燃
え
た
民
権
派
壮
士
と
は
似
て

も
似
つ

か
ず
、

未
成
年
者

か
ら
博
徒
に

至
る
ま
で

動
員
し
、

仕
込
杖
・

刀
剣
・

ピ
ス

ト
ル

な
ど
で

武
装
し
、

白
襯
衣
、

白
股
引
、

紺
の

脚
絆
に

鞋
掛
け
、

頭
に

は
麦
わ
ら
帽
子
と

い

う
出
で

立
ち
で
、

自
由
党
は
こ

の

帽
子
の
周
囲
に

赤
筋
を
、

改
進
党
は
白
筋
を
入
れ
、

ま
る
で

や
く
ざ
の

出
入
り
に

等
し
い

流
血
の

紛
争
が
繰
り
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